
議案第３８号 

 
 
 

令和４年度中央市一般会計補正予算（第１号） 

 
 
 令和４年度中央市一般会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 
 
 

（歳入歳出予算の補正） 
 
第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６５１，００４千円を追加し、歳入歳出予 
 
算の総額を歳入歳出それぞれ１３，９４５，１６０千円とする。 

 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の 
 
金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 
 （繰越明許費の補正） 
 

第２条 繰越明許費の追加は、「第２表 繰越明許費補正」による。 
 
（地方債の補正） 

 
第３条 地方債の追加及び変更は、「第３表 地方債補正」による。 
 











第２表 繰越明許費補正 

 

 
 

 

追 加 

款 項 事 業 名 
金 額 

（千円） 

８ 土 木 費 ４ 都 市 計 画 費 公園管理費 50,000 



第３表 地方債補正 

 
１ 追 加 
 

起債の目的 
限度額 

（千円） 

起債の 

方 法 
利 率 償 還 の 方 法 

緊急防災・減災 

事 業 債 
1,400 普通貸借 

5.0％以内(ただし、利率

見直し方式で借り入れる資

金について、利率の見直し

を行った後においては、当

該見直し後の利率) 

 

 

 

 

政府資金については、その

融資条件により、銀行その他

の場合には、その債権者と協

議する。 

ただし、財政その他の都合

により、据置期間及び償還期

間を短縮し、若しくは、繰上

償還又は低利に借換えする

ことができる。 

 

 
２ 変 更 
 

起債の目的 

補     正     前 補     正     後 

限度額 

（千円） 

起債

の 

方法 

利 率 
償還の 

方  法 

限度額 

（千円） 

起債

の 

方法 

利 率 
償還の 

方 法 

公 共 事 業 等 債 38,900 

普通 

貸借 

5.0％

以内(た

だし、利

率 見 直

し 方 式

で 借 り

入 れ る

資 金 に

ついて、

利 率 の

見 直 し

を 行 っ

た 後 に

お い て

は、当該

見 直 し

後 の 利

率) 

政 府 資 金

については、

その融資条

件により、銀

行その他の

場合には、そ

の債権者と

協議する。 

ただし、財

政その他の

都合により、

据置期間及

び償還期間

を短縮し、若

しくは、繰上

償還又は低

利に借換え

することが

できる。 

42,900 

普通 

貸借 

5.0％

以内(た

だし、利

率 見 直

し 方 式

で 借 り

入 れ る

資 金 に

ついて、

利 率 の

見 直 し

を 行 っ

た 後 に

お い て

は、当該

見 直 し

後 の 利

率) 

政 府 資 金

については、

その融資条

件により、銀

行その他の

場合には、そ

の債権者と

協議する。 

ただし、財

政その他の

都合により、

据置期間及

び償還期間

を短縮し、若

しくは、繰上

償還又は低

利に借換え

することが

できる。 

地方道路等整備

事 業 債 
40,000 31,900 

合併特例事業債 171,400 461,500 

 

 

 



議案第３９号 

 
 
 

令和４年度中央市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

 
 
 令和４年度中央市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 
 
 

（歳入歳出予算の補正） 
 

第１条  歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４７千円を追加し、歳入歳出予算の総額 
 
を歳入歳出それぞれ３８５，０５９千円とする。 

 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の 
 
金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 
 











議案第４０号 

 
 
 

令和４年度中央市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 
 
 令和４年度中央市介護保険特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 
 
 

（歳入歳出予算の補正） 
 

第１条  歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，３０７千円を追加し、歳入歳出予算の 
 
総額を歳入歳出それぞれ２，１１９，８０９千円とする。 

 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の 
 
金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 
 











議案第４１号 

 
 
 

令和４年度中央市田富よし原処理センター事業特別会計補正予算（第１号） 

 
 
 令和４年度中央市田富よし原処理センター事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定める 
 
ところによる。 

 
 
（歳入歳出予算の補正） 
 

第１条  歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１２，７００千円を追加し、歳入歳出予算 
 

の総額を歳入歳出それぞれ８６，７６３千円とする。 
 
２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の 
 
金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 

 











議案第４２号 

 

令和４年度中央市簡易水道事業会計補正予算（第１号） 

 
 （総 則） 
第１条 令和４年度中央市簡易水道事業会計補正予算（第１号）は、次に定めるところに 
よる。 

 
 （収益的支出の補正） 
第２条 令和４年度中央市簡易水道事業会計予算（以下「予算」という。）第３条で定めた 
収益的支出の予定額を次のとおり補正する。 

 
支   出 

（科  目）   （既決予定額）    （補正予定額）   （計） 
第１款 簡易水道事業費用 １８３，５０５千円   ３３０千円 １８３，８３５千円 

  第１項 営 業 費 用   １５５，４８４千円   ３３０千円 １５５，８１４千円 

 
 （資本的収入及び支出の補正） 
第３条 予算第４条括弧書を「（資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額９４，６

２６千円は、損益勘定留保資金９４，６２６千円で補てんするものとする。）」に改め、

資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 
収   入 

    （科  目）   （既決予定額）    （補正予定額）   （計） 
第１款 資本的収入  ２０，０００千円  ２５，３００千円  ４５，３００千円 

  第１項 企 業 債 ２０，０００千円  ２５，３００千円  ４５，３００千円 

 
支   出 

（科  目）  （既決予定額）     （補正予定額）   （計） 
第１款 資本的支出  １１１，４９１千円  ２８，４３５千円 １３９，９２６千円 

  第１項 建設改良費   ２１，００９千円  ２８，４３５千円  ４９，４４４千円 

  
（企業債の補正） 

第４条 予算第５条に定めた起債の限度額の金額「２０，０００千円」を「４５，３００ 
千円」に改める。 

 
 



議案第４３号 

 

令和４年度中央市公共下水道事業会計補正予算（第１号） 

 

 （総 則） 

第１条 令和４年度中央市公共下水道事業会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 

（収益的収入及び支出の補正） 

第２条 令和４年度中央市公共下水道事業会計予算（以下「予算」という。）第３条に定めた収益

的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 

収   入 

（科  目）      （既決予定額）     （補正予定額）     （計） 

第１款 公共下水道事業収益 ７８８，６１０千円   ９，６４３千円  ７９８，２５３千円 

第２項 営業外収益     ４９７，０６９千円   ９，６４３千円  ５０６，７１２千円 

 

支   出 

（科  目）      （既決予定額）     （補正予定額）     （計） 

第１款 公共下水道事業費用 ７８８，６１０千円   ９，６４３千円  ７９８，２５３千円 

第１項 営業費用     ６７７，７１７千円    ９，６４３千円  ６８７，３６０千円 

 

 （資本的収入及び支出の補正） 

第３条 予算第４条括弧書を「（資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額１１２，７１８

千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２１, ０４２千円、当年度分損益勘定

留保資金９１，６７６千円で補てんするものとする。）」に改め、資本的収入及び支出の予定額

を次のとおり補正する。 

 

収   入 

（科  目）      （既決予定額）     （補正予定額）     （計） 

第１款 資本的収入     ６７９，３６６千円  １７，６４２千円  ６９７，００８千円 

第１項 企 業 債    ３７２，１００千円  １６，２００千円  ３８８，３００千円 

第２項 補 助 金    ３０３，２３６千円   １，４４２千円  ３０４，６７８千円 

 

支   出 

（科  目）      （既決予定額）     （補正予定額）     （計） 

第１款 資本的支出      ７９０，２２６千円  １９，５００千円  ８０９，７２６千円 

第１項 建設改良費     ２３１，２３１千円  １９，５００千円  ２５０，７３１千円 



 

 （企業債の補正） 

第４条 予算書第５条に定めた公共下水道整備事業債の金額「８４，３００千円」を「１００，５ 

００千円」に、企業債における合計「３７２，１００千円」を「３８８，３００千円」に改める。 

 

 （他会計からの補助金の補正） 

第５条 予算第９条中「３８５，２１８千円」を「３９６，３０３千円」に改める。 

  



議案第４４号 

 

令和４年度中央市農業集落排水事業会計補正予算（第１号） 

 

 （総 則） 

第１条 令和４年度中央市農業集落排水事業会計補正予算（第 1 号）は、次に定めるところによる。 

 

 

（資本的収入及び支出の補正） 

第２条 令和４年度中央市農業集落排水事業会計予算（以下「予算」という。）第４条に定めた資本的

収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 

収   入 

（科  目）      （既決予定額）     （補正予定額）       （計） 

第１款 資本的収入      １１８，４６１千円  ９，３８２千円  １２７，８４３千円 

   第２項 補 助 金        ６４，０１１千円   ９，３８２千円   ７３，３９３千円 

 

支   出 

（科  目）     （既決予定額）      （補正予定額）       （計） 

 第１款 資本的支出      １５１，４７３千円  ９，３８２千円  １６０，８５５千円 

  第１項 建設改良費       １１，４７０千円   ９，３８２千円   ２０，８５２千円 

   

 

 （他会計からの補助金の補正） 

第３条 予算第９条中「１４０，３９８千円」を「１４９，７８０千円」に改める。 



議案第４５号 

 

令和４年度中央市上水道事業会計補正予算（第１号） 

 
 （総 則） 
第１条 令和４年度中央市上水道事業会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。 

 
 （資本的収入及び支出の補正） 
第２条 令和４年度中央市上水道事業会計予算第４条括弧書を「（資本的収入額が資本的支

出額に対して不足する額１９７，７７４千円は、損益勘定留保資金１９７，７７４千円

で補てんするものとする。）」に改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正す

る。 

 
収   入 

    （科  目）  （既決予定額）   （補正予定額）     （計） 
第１款 資本的収入       ０千円  ８４，６７０千円  ８４，６７０千円 

  第１項 企 業 債      ０千円  ７０，０００千円  ７０，０００千円 
  第２項 工事負担金      ０千円  １４，６７０千円  １４，６７０千円 

 
支   出 

（科  目）   既決予定額）   （補正予定額）     （計） 
第１款 資本的支出  １１１，１０７千円 １７１，３３７千円 ２８２，４４４千円 

  第１項 建設改良費      ４１６千円 １７１，３３７千円 １７１，７５３千円 

 
（企業債） 

第３条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

 

起債の目的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法 

  証書借入の方法に

よる。起債の時期は

令和４年事業年度。

ただし、その全部ま

たは一部を翌年度

以降に繰り越し、起

債することができ

る。 

 借入先の融資条件による。 
ただし、企業財政その他の

都合により繰上償還又は、

低利に借り換えることが

できる。 

建設改良費 ７０，０００ 
千円 

５．０ 
％以 内 

 
 


